
2019年5月31日

東京都港区東新橋一丁目9番3号

株式会社　日通総合研究所

代表取締役社長　　青山陽一

科      目 金    額 科      目 金    額

（資産の部） （負債の部）

 流動資産 1,129,505  流動負債 350,600

      現金・預金 360,630       買掛金 113,620

      売掛金 736,055       未払金 12,724

      貯蔵品 9,594       未払法人税等 16,308

      未収金 594       未払消費税等 19,026

      前払費用 18,304       未払費用 52,509

      立替金 4,325       前受金 95,232

      預り金 14,205

 固定資産 47,459       賞与引当金 26,202

  有形固定資産 9,417       短期リース債務 769

      車両運搬具 3,496  固定負債 206,356

      建物 2,832       退職給付引当金 205,651

      構築物 0       長期リース債務 705

      機械装置 0 負債合計 556,957

      工具器具備品 1,722

      リース資産 1,366 （純資産の部）

  無形固定資産 33,282  株主資本 620,007

      権利金 1,059   資本金 490,000

      ソフトウェア 32,222   資本剰余金 9,562

  投資その他の資産 4,759     資本準備金 9,562

      差入保証金 410   利益剰余金 120,444

      長期前払費用 4,336     利益準備金 3,000

      その他 12     その他利益剰余金 117,444

　 純資産合計 620,007

資産合計 1,176,964 負債及び純資産合計 1,176,964

 (注)記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。

貸借対照表（平成31年 3月31日現在）

(単位：千円)
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個別注記表 

 

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記 

  １－１ 資産の評価基準及び評価方法 

（１） 棚卸資産の評価基準及び評価方法 

     貯蔵品     最終仕入原価法 

  １－２ 固定資産の減価償却の方法 

（１） 有形固定資産（リース資産を除く） 

       有形固定資産は、定額法によっております。 

（２） 無形固定資産（リース資産を除く） 

       無形固定資産は、定額法によっております。 

（３） リース資産 

     リース期間を耐用年数とし、残存価格を零とする定額法を採用している。 

  １－３ 引当金の計上基準 

（１） 賞与引当金 

       従業員の賞与の支給に充てるため、賞与支給見込み額の当期負担額を計上

しております。 

（２） 退職給付引当金 

     従業員の期末要支給額を計上しております。 

１－４ その他計算書類作成のための基本となる重要な事項 

（１） 消費税の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。 

        ただし、資産に係る控除対象外消費税等は全額費用処理しております。 

 

２．株主資本等変動計算書に関する注記 

（１） 発行済 株式の種類及び総数 

     （株式の種類）    （前期末株式数）   （当期末株式数） 

      普通株式       1,460千株       1,460千株 


